
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

利
活
用

情
報
処
理

新
分
野

研
究
開
発

実
証
実
験

環
境
の
整
備

人
材
育
成

制
度
・
特
区
要
望

そ
の
他

新
た
な
手
法

1 団体
収集した多様な情報からアルゴリズムに基
づき戦略的な判断支援や資材調達・製作・
施工・運用までも実行するシステム

左記システムの実現 イノベーション創出委員会で検討を期待 ○ ○

2 大学 －

旧国研や旧公共企業体の研究所のオープン
イノベーションと保有特許／技術の適切な開
示
総合ビジネスプロデュース制の本格導入

－ ○

4 個人
日本語対多国語の完成度の高い音声同時
通訳及び完成度の高い文章翻訳

幅広い学問研究とデータ処理技術、機器開
発等の協業、及び機器への搭載

多数外国語関連大学での実証、相手国の日
本語コースでの実証、一定ルール下での学
会等での試行、アニメ・映画での試行の順で
実施

○ ○ ○

5 個人

ネットワーク上の各種オブジェクト（デバイ
ス、知識、サービスなど）を自動的に組み合
わせるための知識情報を、特許情報の中の
請求項から生成して活用する。

政府調達が知的財産権侵害とならないよう
にする。これを徹底すべく、調達案件ごとに
知的財産権者又はライセンシーから調達さ
れていることを確認し、公開する。

－ ○ ○

6 個人

超高速ネットワーク上に配置されたコン
ピュータのパーツを任意に組み合わせ可能
とするハードウェアクラウドの実現、及び特
定の機能に特化したクラウドを組み合わせる
記述言語の開発

国の研究機関で開発を進めるとともに、ノウ
ハウを持つ民間との連携

必要な技術開発と、実証 ○ ○ ○

7 個人 電子書籍のビジネスモデル クラウド型の電子書籍流通システムの開発
電子書籍の流通プログラム。課金モデルを、
ダウンロード型ではなく、時間従量制とする。

○ ○

8 企業
システムの物理的な構成を意識しない、バー
チャルな環境下でのデータセキュリティの安
全性の保証

－ － ○

8.1 企業

CSS3/EPUB3の縦書き関連仕様の洗練・早
期確立、HTML5やCSS３をベースとしたイン
タラクティブで表現性豊かなリッチコンテンツ
を制作・流通させるためのプラットフォームの
確立

－ － ○

8.2 企業 －
柔軟な発想が期待できる人材の活用と将来
のイノベータ人材の養成

－ ○

8.3 企業 － －
高齢者サービスの産業創出を容易にする街
づくりプロジェクト

○

9 大学
スマートグリッドの系統安定や、スマートモビ
リティの自動運転制御に利用しうる、低遅延
の情報通信網

ルータベンダ、情報通信インフラ企業、その
他のインフラ企業と大学による共同研究開
発コンソーシアムの立ち上げ。さらに、責任
のある運営と確固たる目標、結束力を産む
資金、自治体を取り込んだ地域実証等の道
筋の明確化

スマートインフラを支える、タイミング・ミッショ
ンクリティカルサービス対応オープンネット
ワークアーキテクチャの構築と、その地域実
証

○ ○ ○
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10 個人
通信技術を活かした交通機関の運行状況及
び事故処置、検証を行うための運行履歴と
現運行の把握システム

全交通機関で使用している交通機に全方向
把握映像機器、GPS機能等の搭載を義務化
し、当該データを逐一収集

実態把握、防災機械、災害時の対応を情報
共有によって、より安全な社会を創造

○ ○ ○

11 企業
事業化前の「教育」と、事業化後の「マネジメ
ント」を融合させるための新しいビジネスモデ
ルの研究開発

e-ラーニングシステムとの有機的な結合によ
るオープンなデータ・情報・知見・ノウハウ・
知識等の流通基盤を構築

実践知を体系化、形式知化し、プラットフォー
ム上で流通させる

○ ○

12 個人
低周波数帯（AM帯）と衛星通信を用いた、広
域災害対策通信基盤の確立

低周波数帯を下りの経路として使用し、同報
通信を行い、上りの経路としては、衛星通信
を使用する、広域災害時に通常の通信経路
が遮断された場合でも自立して機能する通
信基盤の確立

自立した電源供給が行える基地局を用いた
実証実験

○ ○ ○

13 個人
クラウド・サービス間の相互連携（コネクティ
ビティとインターオペラビリティ）

－ － ○ ○

14 団体

４台のスーパーハイビジョン（８ｋ）プロジェク
タを使って、ドームスクリーンの全方向に肉
眼分解の出立体表示する究極のドームシア
ター（プラネタリウムの活用及び活性化）

遠隔地の映像を生中継するための超高速通
信、光学収差の補正など超高解像度技術な
どをへの挑戦

スーパードームシアターの開発と観光分野で
の実証実験

○ ○ ○ ○ ○

15 大学

歴史文化遺産などを高品質に電子化した情
報を保存・共有するだけでなく、それを積極
的に活用し、現実世界での人間の活動をよ
り活性化する仕組みに関する研究開発

人間に対する情報デザインではなく、対象と
する歴史文化遺産にかかわる多様な人々の
間の関わりをデザイン

日本を代表する観光地において、最先端のＩ
ＣＴに基づく歴史文化遺産の革新的な利活
用方式に関して実践的な研究開発

○ ○ ○

16 個人
携帯端末を対象とした、これまでにはない新
しい発想に基づくサービス提供基盤の実現

サービス提供基盤を広く国民に公開すること
で、独創的な発想に基づいたサービスを多く
開発

イノベーティブなサービスを実体験できる、実
験用アミューズメントパーク

○ ○ ○

17 大学
都市機能全体を連携させた、ＩＣＴを利用した
スマートシティの実現

大規模な実証実験のための公的な支援及
び必要な法規の整備

特に公共交通機関のフレキシブルな運行と
他の都市内サービスを連携させる、ＩＣＴの適
用により、町の様々な活動やサービスを有
機的なシステムとして統合し、全体として住
みやすい便利な街を構築するパイロットプロ
ジェクト

○ ○ ○

18 企業
ミリ波帯をはじめとする未利用周波数帯の利
用システム実用化促進

評価会や運営委員会等への、アプリケーショ
ン、マーケットの立場のメンバーの必須化
より柔軟な実証実験を可能とするスキーム

大容量コンテンツの瞬時伝送を前提とした超
高速伝送技術開発
目視レベルに近い超高精度センシング技術
超高精細映像長距離伝送技術開発

○ ○ ○

19 団体
Ｍ２Ｍマーケットでの展開を容易とすること。
また、オープンソースハードウェア概念を取り
入れた、デファクト戦略を視野に入れた展開

最先端の日本のモノづくり技術を、オープン
ソースハードウェアの概念に基づき、広く普
及させるための規約を作成。必要とされる技
術が、新しい製品開発へ利用。

オープンソースハードウェアの概念を取り入
れた事例の、積極的な活用展開

○ ○ ○ ○

20 企業
高齢者や障害者を含む誰もが社会の推進
力であり続けられる社会の実現を支える技
術

目的を共有できる企業・大学が自治体と協
力して、ある程度の独立性を保持したまま、
共同研究・共同実験を行える場の設立

モバイルデバイス用の高齢者向けインター
フェース・ソフトウェアプラットフォームの構築
と実装、各自のスキルとニーズをマッチング
させ、未知の人とも連携して能力を提供でき
るソーシャルネット・インフラの構築、大規模
センシングデータの分析による認知・五感機
能低下予兆検知とそれに応じた適切な支援
とアドバイス機能の実現

○ ○ ○ ○ ○

21 団体
テラヘルツ波による、新たな大容量無線通
信システムと、新規センシング・イメージング
システム

プロトタイプの実利用環境での使用、プロトタ
イプ開発設備を共同利用、技術開発情報の
共有

超高速テラヘルツ波伝送パイロットシステ
ム、テラヘルツ波イメージングパイロットシス
テム、テラヘルツ波計測基盤確立のための
パイロットテストベッド

○ ○ ○

22 企業
地下街などの屋内空間において、災害の状
況に応じた人の行動特性データベースを構
築し、それを活用した避難誘導システム

屋内測位技術を活用し、地下街を利用して
運用管理上の基礎データを取得

公共空間にセンサーを内蔵し、人や物の位
置情報を、エリアごとに常時取得・収集する
ことで、防災減災や新産業創出を実証

○ ○ ○ ○



23 企業
家庭や小規模事業所に20Gbpsのネットワー
クを引くことを可能とする、端末技術、周波数
有効利用技術、基幹回線技術

想像力豊かなクリエーターや団体が、自由
に、双方向で、「魅力開発」を実証実験できる
場を、元々そのような人材や文化がある場
所に設置

開発された技術を実験的に導入し、アプリ
ケーション事業者やクリエイターが自由に使
える生活環境及び業務環境を提供

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 大学

ワイヤレスネットワークのブロードバンド化と
それを収容する光アクセスネットワークの融
合による、経済的で多様なサービスを効率
的に提供可能なアクセスネットワーク

研究開発の初期段階から、グローバル化に
向けた海外との連携を進め、研究開発の国
際標準化を図る。実用化に向けて、テスト
ベッド構築によるオープンイノベーションを図
る

オープンなテストベッドを構築し、安全・安心
な社会を実現する先進的ソーシャルサービ
スを創出するパイロットプロジェクト

○ ○ ○

25 企業

超高齢社会において、生きがいの形成、ヘ
ルスケア、生活の支援・向上を実現するため
の、ヒューマンインターフェイス技術、M2M
ネットワーク技術、ビッグデータ技術、ライフ
ログ技術など

多様な分野における多くの機関・企業が連
携してイノベーション創出に取り組めるよう、
ビジネスプロデューサーへの責任と権限、資
金の提供。
また、研究者、開発技術者、セールスエンジ
ニアがチームを組めるよう、技術力のある企
業と販売力のある企業による合弁会社立ち
上げ

超高齢化に対応する高度ICT社会実現のた
めの研究開発と社会実証、少子化対策とし
て即効性の高い若年層の子育て支援のた
めのICT技術、ビッグデータと対話型ロボット
を利用した英語学習用eラーニングシステ
ム、近接型複合無線システムによる大容量
M2M通信ネットワーク基盤の構築

○ ○ ○ ○

26 大学 クラウドと連携した次世代光ネットワーク
産学連携による仮想研究所の設立（定期的
にスタートアップとクロージングを繰り返す仕
組み）

－ ○ ○ ○

26.1 大学
高度エネルギー制御を実現する次世代電力
基盤

クラウドと連携させた新しいプロジェクト
HEMSを全体で制御するIPベースのネット
ワーク整備

○ ○

26.2 大学
クラウド連携を行う次世代クラウドネットワー
ク

産学連携による仮想研究所の設立（定期的
にスタートアップとクロージングを繰り返す仕
組み）

－ ○ ○ ○

28 企業

気象の急変を察知するフェーズドアレイ気象
レーダをはじめとした様々なセンサを統合
し、解析、予測に用いるセンサフュージョン、
及びこれらの共通基盤を活用した平常時（ス
マートタウン）と災害時（防災ICT）両面の高
度化

我が国と海外の都市を選び、それぞれでモ
デルとなるシステムを実験的に導入し、
ショーケースとして有効性を発信

フェーズドアレイ気象レーダなど世界トップレ
ベルの気象観測測器が設置されている近畿
地方において、社会活動の効率化と防災を
目的とした実証実験を実施

○ ○ ○ ○

29 個人
異なるクラウドを、ユーザーが接続・活用可
能とする「インタークラウド基盤」

クラウドのベンダーロックインを開放

クラウド連携に必要な技術、セキュリティ及
びクラウド連携の有効性を実証する実環境
での実証実験。また、インタークラウド基盤
のプロトタイプの開発及びプロトタイプを用い
た実証実験。

○ ○ ○

30 団体
VHF帯、UHF対、SHF帯の飛躍的な周波数
利用効率向上

新規の独創的な発想を求める研究開発ス
キームとして、萌芽的研究、基礎研究、応用
研究の３段階に分け、ステージゲート的に取
り組み

次々世代携帯電話、次々世代無線LAN、
スーパーハイビジョンの地上放送を実現する
画期的な周波数利用効率向上に向けた研
究開発

○ ○ ○

31 団体 五感情報技術

先行的な実用化として、ゲームや体験シア
ターなどで可能な範囲で事業化。大学等に
開発の中心となる組織を設置し、地域の開
発活動の情報共有を含め、全国で研究を促
進

博物館、テーマパークなどに体験可能なプロ
トタイプを常設的に設置

○ ○ ○

32 個人
沿岸漁業、近海漁業に用いられる小型船舶
における、ICTの活用容易化

小型端末による船舶向けの「海図・位置情
報」「気象・海象情報」「卸売市場情報」など
の提供

東北復興を目的として、沿岸・近海漁業の盛
んな地域でのパイロット展開

○ ○

33 団体
光通信のポテンシャルを賢く使いこなす「ス
マートフォトニックネットワーク」を実現する
ネットワークプロセッサ技術

－ － ○ ○



34 団体 革新的な三次元映像技術
オールジャパン、メイドインジャパンをテーマ
に掲げた、市場ニーズに基づく体制におる推
進

高齢化する社会の中でも、新たな映像体験
などの超臨場感コミュニケーションにより、活
力ある生活が提供されるメディアサービスの
研究開発及び特に東南アジア等にその関連
産業を根付かせる国際的支援

○ ○

35 企業
複数種類のセンサーの組み合わせによる、
構内（医療施設・介護施設など）でのスタッ
フ・利用者の、位置や状況把握技術

単一システムで複数課題を解決可能とする
ことによる費用対効果向上
実証実験の繰り返しによるノウハウ蓄積、シ
ステムの成熟

構内での状況把握技術にかかる継続的な実
証実験

○ ○ ○ ○ ○

35.1 企業
老年学分野の視点をもった「生活行動支援
のICT活用」の研究

「製品開発」と「製品化」に加え、ニーズのた
めにどのような知識や技術を「融合」させる
か、そして融合の成果がどうしたら市場に受
け入れられるかを継続して実証

高齢者生活行動と生活ニーズ把握研究（研
究開発）、生活ニーズ推定実証（実証実験）
及びサービスエージェントビジネス実証（実
証実験）

○ ○ ○ ○

35.2 企業
重層ネットワーク及び自治体メッシュネット
ワークによるセンシングネットワーク

センシングネットワークによる全国データ収
集と当該データの民間開放

児童・高齢者の見守り、デマンドバス、地域
エネルギーマネージメント

○ ○ ○

36 団体
悪環境化での音声認識、言い回しの差異を
吸収できる高度言語処理技術

総合科学技術会議「社会還元プロジェクト」
で成功した、実証実験の繰り返しによるニー
ズとシーズの確実な摺合せ

放送・ネット動画への字幕作成、遠隔会議の
パイロット実験など

○ ○ ○ ○

37 企業群 ITSを活用したスマートモビリティ社会の実現
省庁横断的なモデル地区等による事業化を
前提としたパイロット事業の実施

車車間、路車間通信の大規模実証及び歩車
間通信、レーダーセンシングの研究開発

○ ○ ○ ○ ○ ○

38 団体
ビッグデータの利活用を可能とするプラット
フォーム技術

プロジェクト終了後の事業化を前提としたプ
ロジェクト実施。
政府主導によるデータ提供を求める場の創
設

ビッグデータと情報通信技術を結合した安
心・安全社会プラットフォーム

○ ○ ○ ○

39 団体
聴覚障害者や言語障碍者が音声通信を円
滑に行うための、音声と視覚的手段とを相互
変換する技術

音声と視覚的手段との情報通信リレーの実
現による、聴覚障害者等の音声通信ネット
ワークへの参加可能化

情報通信リレーサービスの社会導入（全国
共通アクセス番号や、通信以外の用途にお
ける利用など）

○ ○ ○ ○

40 大学
在宅医療情報の継続的収集と、集約・要約
した情報の医師への提供

患者会や介護業者とのネットワーキング・
ICTリテラシー教育を通じた、真摯なフィード
バックが期待できるアーリーアダプターを確
保した上での開発

ICTを社会インフラとして実装することによ
る、在宅、介護、回復期病院、急性期病院が
飛躍的な情報交換を行う社会実証実験

○ ○ ○ ○

41 企業
ビッグデータを用いた研究開発。特に圧倒的
多数の日本人を対象としたヒトゲノムシーケ
ンス

大規模解析を行う専門家や、センシティブ情
報を扱うに際しての法律家などを含めた、幅
広い組織・人材を結集したタスクフォース
チームによる、ヒトゲノム情報のプラット
フォーム化及び公表

日本人１０００万人を対象としたヒトゲノム
シーケンスの実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 企業
異種データ、異なる組織の保有するデータの
統合・分析を可能とする、パーソナル情報管
理に必要となるデータ匿名化技術

「ビジネスプラン検討→研究開発・標準化、
制度設計→パイロット実証」をフェーズごとの
ステージゲート審査を行いつつも、一気通貫
で実施

情報の横断的活用による交通情報サービス ○ ○ ○ ○

43 企業 再生医療（テーラーメイド医療）の産業化
ICTを活用した再生医療の研究現場のニー
ズと中小企業のものづくりのシーズを繋げる
「橋渡しの仕組み」

クラウドを利用したニーズとシーズのマッチ
ングシステム（医師・研究者と中小企業間の
「翻訳機能」「レコメンド機能」を含む）の構築

○ ○ ○

44 企業 将来無線アクセス技術
産官学連携による実証実験など成果共有の
場

ITUによる周波数帯域特定前の、候補帯域
におけるフィールド実証実験

○ ○

45 企業
様式の特殊性のために電子化が手つかず
の「死亡診断書・死亡届」の電子化（医師の
診断、自治体の手続き、訃報等の電子化）

自治体クラウドとの連携実証 プロトタイプシステムによる実証 ○ ○



46 企業群

サービス参加者全員（サービス事業者と受
益者の両方）のライフログ（位置情報や状況
を含む）を、選択的に相互に開示し共有する
とともに、受益者と供給者の対等な関係を保
障等する日本型ライフログ

地域コミュニティとかかわる交通や金融、医
療などのビッグデータ取扱い大規模事業者
が主体者としてライフログの積極的な研究開
発を目指す。
それに必要な制度整備、環境整備（無線帯
域の割り当て、機器連携の実現）を国が実
施

都市交通事業を基幹に「衣食住」をテーマと
したパイロットプロジェクト

○ ○ ○ ○

48 企業 －

企業家マインドの醸成
　１．グローバルでオープンな人材の流動化
　　①研究開発者と企業家のマッチング
　　②企業からの出向プログラムの実施支援
　　③海外展開を見据え、外国人の参加促進
　　④ステージに合った専門家の参加の促進
　２．企業家コンピテンシーを持った人材育成へ
　　①研究開発者向け育成支援

－ ○ ○

49 個人

指数関数的に増大する瞬間トラヒックを取り
扱うための、周波数も信号形式も異なる
種々の無線アクセス部分と、ブロードバンド
光アクセスを柔軟に接続できるバックフォー
ルネットワーク

－ － ○ ○

50 企業 超臨場感コミュニケーション技術 －
超臨場感テレワークシステムの効果を実証
するために、複数のモデル企業・地区による
モニタ評価

○ ○

51 大学

消費者自身が製品の開発改良に積極参加
する「サステナブル・イノベーション」
これを実現するための、衣服や日用品レベ
ルに組み込まれる「懐に入り込む入り込むコ
ンピュータ」と、そこから得られるビッグデータ
解析

未来の生活空間を用意し、消費者に実際に
使ってもらいながら開発者へ直接フィード
バックする「リビングラボ」

「サスティナブル・イノベーション」に必要な技
術の開発及び地域単位での「リビングラボ」
の形成

○ ○ ○ ○

52 企業

①高信頼クラウド、②ICT×社会インフラ（資
産管理、地理空間情報管理、メタデータ管理
など）、③ビッグデータ利活用プラットフォー
ム

①実証実験を通じた実績・ノウハウの構築と
実案件への展開、②テストベッドの整備、③
当初からの新興国等との連携

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 団体
遠隔地にいながらもあたかも対面しているの
と同じような感覚でのコミュニケーションを実
現する「リアルコミュニケーション技術」

アプリケーションをデザインし、実証実験

高齢者などの遠隔地からの社会参画（熟練
作業者としての遠隔地からの作業支援）
遠隔診察（病院搬送の要否のスクリーニン
グ）

○ ○ ○

53.1 団体

３Dや４K・8Kを利用する「ユーザセントリック
なリッチコンテンツ技術」
例えば、人にとって心地良いあるいは快適な
ナチュラルインタラクション技術、人の記憶や
体験などの機能を活用することで人により高
い臨場感を与える技術、など

制作・配信・提示と多岐にわたる技術を、研
究開発からサービスまでトータルにデザイン
できる人材を育成するための、アイデアをす
ぐに具現化し実験するサイクル構築

ユーザーが自身が見たい視点から映像を視
聴できる自由視点放送

○ ○ ○ ？

54 団体
「様式美、形式美、スタイル」を情報として扱
う「スタイル情報学」

学際的な研究分野として取り組む
スタイル・様式に関するデータ表現、類似性
の認知的尺度などの検討

○ ○ ○

55 企業
BOP（Base of Pyramid）に貢献するICT利活
用

多様な視点を持つグループが現地に出向い
ての試行錯誤型課題解決

多数のBOPで多数のトライアル。成功例は
特性に応じてモディファイして展開

○ ○ ○ ○

56 企業

ユーザの多様なニーズ・ウォンツに応えるた
め、超短時間のレスポンスと大量の端末の
常時接続を提供し、低消費電力用途にも対
応可能な、制御や安全安心を公衆網でもた
らすことのできる無線通信ネットワーク

産官学一体となった試験的な街づくり
必要な技術の開発及び復興を進める個々の
地域からのサービスイン（徐々にエリア拡
大）

○ ○ ○
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